
[ここに入力] 

2 月１０日雪が降りました。流石に郊外だけあって都心より積もりました。（題字の写真）一年に何度か雪が降ります。
翌朝は雪かき。紅葉台の皆さんはあっという間に雪かきして道路が綺麗になります。翌々日筋肉痛になりました・・ 

皆さんからの原稿をお待ちしております。楽しかったこと、好きなこと何でも OK です。 

 

遥かなる 北アの山々    

       紅葉台 3街区   合 津  
(5) 雲上の楽園『雲ノ平』 

新春のTVが報ずるところによりますと 世界の豪

雪都市 TOP10の NO1 ・2 ・3を なんと日本

の三都市が占めているとのことでした。 

青森(八甲田山一帯)・札幌(ニセコ方面)・富山(北ア地

帯)。さもありなんとうけとめました。北ア最深部の雲

の平の積雪は 今 いかがなものでしょうか。 

51 溶岩台地 それが雲の平 

雲ノ平は その昔 祖父岳の噴火でできた台地。北

と南の二面より構成され なんとなく紅葉台団地の

一街区と二街区の地形に似ているなと あらためて

思います。もちろん その面積規模は十数倍は あり

ましょうか。 

「溶岩台地を覆う土は 千年で 1cmという気の遠く

なるような腐葉土の積み重ねで徐々に形成されてき

た」とは黒部源流の開拓者 : 伊藤正一さんの言。 

その貴重な土のところどころに ”地塘 ”という一

畳ほどの水たまりが点在しています。その数 数百と

いったところでしょうか。 

槍望む雲の雪田 今いかに  

黒部の主ゆきて憩うや 

52 雲ノ平への路   

  20 年前 40 年ほどぶりに 伊藤さんにお会い

する機会がありました。 

開口一番「高瀬ロックフィルダムの完成により その

重量が微妙な地形の変化をもたらしたようで 伊藤

新道の吊り橋が崩落してしまった」。「なんとも残念。

最短ルートがなくなりますと 雲ノ平を訪ねるには 

どのルートを選らばれますか」と私。 「小池新道で

す」と やや意外なご回答。伊藤新道の修復を 期待

です。 

工藤夕貴という女優さん ― 八王子うかい亭の

お嬢さんというよりも 歌手 : 井沢八郎の娘さんと

いった方が通りがいいでしょうか ― 彼女が 昨

年 NHK TV 『日本百名山』で は その小池新道を

たどられていました。 

確かに 富山側からの有峰―折立―太郎小屋ルート

より 川あり お花畑ありで な

るほどと 今になって得心してい

ます。【写真 雪の雲ノ平小屋と黒部五

郎と笠岳】 

あえぎつつ稜に至れば風の吹く  

俯角はるかに過ぎし日の小屋 

53 高天原に湧く温泉 

雲の平の東 500m ほどの東の谷間 水晶岳の裾野

に が湧出しています。 日本で最も下界から遠い温
泉とか。豪雪におおわれた一帯で 

存在を主張するかのように濃い霧

と見まごう湯気が立ち昇っている

はずです。温泉周辺は どなたが

名付けたか「高天原」とも 「夢の

平」とも近年よばれているようで

す。 

水晶岳は別称 黒牛岳・黒岳とも呼ばれ 厳寒の今 

その双耳峰は北風を裂き 長き咆哮をとどろかせ 

北アを睥睨しているに違いありません。【写真 水晶岳】 

黒岳を眼下に天空陽のめぐる 

 西方はるか白山浄土 

〇 北ア最深部の秘境 : 高天原 ま
では かなり距離がありますが バス

が通う北アのふもとの奥飛騨 には 

大きな露天風呂がいくつもあります。 

北アの山並みを仰ぎ見ながら ゆった

りとつかるのはいかがでしようか。【写真 露天風呂】 

奥飛騨の岩湯にあれば遠雷が  

雲の地塘にさざなみたつや 

TV が大雪の予報をつげています。『 雲ノ平 』や

いかに。 

なぜか 島崎藤村の「ヤシの実」の一節らしきものが

うかんできました。 

♪♪思いやる八重の山路を いずれの日にか 小屋

に帰らん ♪? 

 

粕谷和夫の観察日記 キセキレイ 

八王子湯殿川のキセキレイです。滝のよ
うな段差工に流されず、落とされず頑
張って餌を探しています。下の写真はも
う一方の足で踏ん張っています。 

   キセキレイが必死の形相で耐えてい
ます。尾羽がピンと上を向いて顔も心な
しか引き締まって見えます。 

 

トラツグミ 

井頭公園（栃木県真岡市）は、池の周
りが雑木林に囲まれていて、ここで
は、ベニマシコやシロハラに出合い、
最後にトラツグミが姿を見せてくれ

ました。（写真を拡大して見てください） 

   どれもあまりお目にかかることのない鳥ばかりです
ね。トラツグミも羽の模様がよく見えます。驚いたよ
うにこちらを見ている瞳も面白いです。雑木林は多様
な生きものが過ごしやすい環境なのでしょう。 
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